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草
津
白
根
山
は
、
長
野
県
と
群
馬
県

の
県
境
に
位
置
す
る
、
白
根
山

（
２
１
６
０
m
）、
本
白
根
山
（
２
１
７
１

m
）、
逢
ノ
峰
（
２
１
０
９
m
）
を
中
心
と

し
た
、
山
々
の
総
称
。

比
較
的
な
だ
ら
か
な
山
頂
付
近
に
は
、
い

く
つ
も
の
火
口
が
あ
る
が
、
中
で
も
最
大
の

湯
釜
は
、
直
径
約
３
０
０
m
、
水
深
約
30
ｍ
。

火
山
活
動
に
よ
る
硫
黄
成
分
が
溶
け
出
し
、

pH
値
は
１
程
度
と
い
う
世
界
有
数
の
強
酸
性

の
湖
で
あ
る
。

近
年
の
噴
火
で
は
、
溶
岩
の
流
出
は
な

く
、
水
蒸
気
爆
発
に
よ
る
火
山
灰
や
噴
石
を

噴
出
し
て
い
る
。
１
９
８
３
年
、
湯
釜
の
水

蒸
気
爆
発
で
、
人
頭
大
の
噴
石
を
約
６
０
０

m
の
範
囲
に
放
出
。
降
灰
は
約
60
㎞
離
れ
た

渋
川
に
ま
で
達
し
た
。
１
９
７
０
年
代
に

は
、
火
山
ガ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
こ
の
後
、
硫
化
水
素
ガ
ス
自
動
警
報
装

置
設
置
等
の
安
全
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
湯
釜
付
近
は
、
熱
活
動
の
高
ま
り
、
火

山
ガ
ス
の
噴
出
も
み
ら
れ
、
活
動
が
活
発
な

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
立
入
禁
止
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
火
山
の
恩
恵
は
古
来
よ
り
人
々
を

癒
し
て
き
た
。
草
津
白
根
山
東
麓
に
は
、
日

本
有
数
の
酸
性
度
と
、
日
本
一
と
い
わ
れ
る

温
泉
湧
出
量
を
誇
る
草
津
温
泉
が
あ
る
。

世界有数の強酸性火口湖

草津白根山の湯釜

草津白根山
活動的で特に重点的に観測研究を行うべき火山に指定されている。平成 21 年４月 10 日に噴火警戒レベル１・平常と発表後、予報
警報事項に変更はない（7月 1日現在）。

草
くさつしらねさん

津白根山

Vol. 14

群馬県・長野県
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昨年、ぼくの住んでいる福井県
では、海岸沿いの道で土砂崩れ
が起き、しばらく通行できません
でした。過去には福井豪雨で大きな被
害も受けました。豪雨の後に被災地に行きましたが、その
様子はすさまじく、ぼくは自然の力は恐ろしいほど強いと
思いました。

このコンクールに応募した絵は、家族でドライブをしてい
る最中に、大雨洪水警報が報じられている場面を描いていま
す。今は小雨でも、このままだと土砂崩れなどの災害につな
がるかもしれません。道路が冠水することもあるでしょう。
自然の力を認識し、「もしかしたらこんなことがあるのでは」
と想像することで、災難は避けられるのではないでしょうか。
だんだん雲行きが怪しくなって、雨が激しくなりそうなとこ
ろや、運転している人がいろいろ考えていることを描くのは
難しかったですが、メッセージは表現できたと思います。

コンクールで防災推進協議会会長賞を受賞したと聞いた
ときは、とてもうれしかったです。これからも防災への意
識を持って、みんなに伝えていきたいです。

�
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今年の梅雨も、都市部や山間部を襲う集中豪雨による被害が発生している。
これからの台風の季節、大雨に対する一層の警戒が必要だ。

一口に大雨による災害と言ってもその種類はさまざまであり、場所によっても
発生する被害は大きく異なる。

日頃から備えておけば減災につながる。大雨に対する正しい認識を持ち、ど
う備えるかを考える――。

大雨です、あなたは 
　　　どうしますか？

特集

写真：
（財）消防科学総合センター
災害写真データベースから
http://www.isad.or.jp/



ぼ う さ い      7 月号  ( 第58 号 )

日
本
の
年
平
均
降
水
量
は

１
６
９
０
㎜
と
、
世
界
の
年

平
均
降
水
量
約
８
１
０
㎜
の

２
倍
を
超
え
る
。
こ
の
豊
富
な
降
水
量

が
、
日
本
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
日
本

人
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
、
雨
は
時
と
し
て
深
刻
な
災

害
を
も
た
ら
す
。
特
に
、
梅
雨
前
線
と

台
風
に
よ
っ
て
集
中
的
に
雨
が
降
る
６

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
全
国
的
に

そ
の
危
険
性
が
高
ま
る
。

ま
た
、
日
本
で
一
日
に
１
０
０
㎜

以
上
の
雨
が
降
る
日
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
最
近
30
年
間
︵
１
９
８
０
〜

２
０
０
９
年
︶
と
20
世
紀
初
頭
の
30
年

間
︵
１
９
０
１
〜
１
９
３
０
年
︶
を
比

較
す
る
と
、
そ
の
日
数
は
約
1.2
倍
に
増

え
て
い
る
の
だ
。

１
０
０
㎜
と
い
う
と
わ
ず
か
10
㎝

で
あ
る
が
、
１
㎡
に
降
る
量
に
換
算
す

る
と
、
１
０
０
ℓ
、
重
さ
に
す
る
と

１
０
０
㎏
に
も
な
る
。
わ
ず
か
１
㎡
で

こ
れ
だ
け
の
量
の
水
と
な
る
の
で
あ
る

か
ら
、
１
０
０
㎜
と
い
う
雨
が
広
範
囲

に
降
り
続
け
ば
、
い
か
に
膨
大
な
量
と

な
り
、
危
険
が
高
ま
る
か
が
容
易
に
想

像
で
き
る
だ
ろ
う
。

大
雨
に
よ
る
災
害
の

数
々

そ
も
そ
も
、
大
雨
と
は
ど
の
く
ら
い

雨
が
降
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

気
象
庁
で
は
、
雨
の
強
さ
と
降
り
方
を

「
や
や
強
い
雨
」
か
ら
「
猛
烈
な
雨
」
ま

で
５
段
階
に
分
け
て
い
る
。
大
雨
に
よ

り
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気
象
庁

は
大
雨
注
意
報
や
大
雨
警
報
を
発
表
す

る
。
こ
の
大
雨
注
意
報
以
上
の
雨
を
「
大

雨
」
と
い
う
の
だ
。
大
雨
警
報
や
注
意

報
の
発
表
基
準
は
市
町
村
等
毎
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
基
準

は
後
に
述
べ
る
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て

も
分
け
ら
れ
て
い
る
。
浸
水
害
を
対
象

と
し
た
大
雨
警
報
・
注
意
報
の
基
準
は

1
時
間
も
し
く
は
3
時
間
で
降
る
雨
量

で
、
ま
た
、
土
砂
災
害
を
対
象
と
し
た

基
準
は
、
降
っ
た
雨
が
ど
れ
だ
け
土
壌

中
に
貯
ま
っ
て
い
る
か
を
示
す
土
壌
雨

量
指
数
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
雨
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
主
な
災
害
の
種
類
は
次
の
通
り
だ
。

◇
洪
水
害
…
大
雨
や
融
雪
な
ど
に
よ
り
、

河
川
の
流
量
が
異
常
増
加
し
て
起
こ

る
災
害
。
堤
防
の
決
壊
や
河
川
の
水

が
堤
防
を
越
え
て
起
こ
る
氾
濫
を
洪

水
と
呼
ぶ
。

◇
浸
水
害
…
大
雨
な
ど
に
よ
る
地
表
水

の
増
加
に
排
水
が
追
い
つ
か
ず
、
用

水
溝
や
下
水
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
氾

濫
し
た
り
河
川
の
増
水
や
高
潮
で
排

水
が
阻
ま
れ
て
起
こ
る
災
害
。
内
水

氾
濫
と
呼
ぶ
こ
と
も
。

◇
山
崩
れ
害
…
大
雨
や
融
雪
が
原
因
で

山
の
斜
面
が
急
激
に
崩
れ
落
ち
て
起

こ
る
災
害
。

◇
が
け
崩
れ
害
…
自
然
の
急
傾
斜
の
が

け
、
人
工
的
な
切
り
取
り
や
造
成
に

よ
る
急
斜
面
が
崩
壊
し
て
起
こ
る 

災
害
。

◇
土
石
流
害
…
渓
流
地
帯
に
崩
落
堆
積

し
て
い
た
土
砂
や
岩
石
が
洪
水
で
一

�
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気
に
下
流
方
向
へ
押
し
流
さ
れ
た
り
、

斜
面
を
滑
落
す
る
土
砂
や
岩
石
が
多

量
の
水
分
を
含
ん
で
流
下
し
起
こ
る

災
害
。

近
年
の
豪
雨
災
害

大
雨
に
よ
る
被
害
は
１
９
５
０
年
代

後
半
ま
で
と
比
べ
、
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、

・
災
害
の
軽
減
を
目
的
と
す
る
治
山
・

治
水
な
ど
の
防
災
対
策
が
進
み
、
河

川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
水
害
が
起
こ

り
に
く
く
な
っ
た
こ
と

・
災
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
気
象
現
象

を
予
測
す
る
情
報
の
精
度
が
向
上
し
、

伝
達
手
段
も
普
及
・
発
達
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
避
難
等
に
よ
り
災
害
を

回
避
す
る
防
災
体
制
が
充
実
し
て
き

た
こ
と

等
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

し
か
し
近
年
、
豪
雨
は
毎
年
の
よ
う

に
発
生
し
、
人
命
や
財
産
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
災
害
が
起
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
昨
年
７
月
19
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
発
生
し
た
「
平
成
21
年
７
月
中

国
・
九
州
北
部
豪
雨
」
で
は
、
大
分
県

日
田
市
椿
ヶ
鼻
で
7
0
2
㎜
、
福
岡
県

太
宰
府
で
6
3
6
・
5
㎜
、
山
口
県
防

府
市
で
5
4
9
㎜
、
山
口
県
山
口
市
で

5
4
6
・
5
㎜
な
ど
の
総
雨
量
を
記
録

し
、
７
月
の
平
均
降
水
量
の
２
倍
近
く

に
及
ぶ
地
域
も
あ
っ
た
。
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
防
府
市
で
は
、
土
砂
災
害

で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
中
心

に
22
名
の
死
者
が
生
じ
た
。
こ
の
豪
雨

全
体
の
被
害
は
死
者
35
名
、
負
傷
者
59

名
に
及
ん
だ
他
、
住
家
全
壊
52
棟
、
住

家
半
壊
99
棟
、
４
３
５
件
の
土
砂
災
害
、

さ
ら
に
延
べ
約
4
万
4
千
戸
で
停
電
、

鉄
道
で
は
32
区
間
が
運
転
中
止
と
な
っ

た
。局

地
的
大
雨
と
都
市
型

水
害

近
年
は
災
害
の
発
生
す
る
様
相

も
変
わ
っ
て
き
た
。
急
激
に
進
ん
だ 

都
市
化
な
ど
に
よ
っ
て
中
小
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
が
増
え
、
そ
れ
に
よ
る

死
傷
者
も
発
生
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
変
化
は
、
マ
ス
コ
ミ
等

で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る

大
雨
の
発
生
だ
。
大
雨
注
意
報
や
大
雨

警
報
の
発
表
基
準
に
達
し
な
い
雨
量
で

も
、
単
独
の
積
乱
雲
に
よ
っ
て
数
十
分

の
短
時
間
に
狭
い
範
囲
で
数
10
㎜
に
及

ぶ
「
局
地
的
大
雨
」
が
降
り
、
そ
れ
に

よ
る
災
害
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

前
線
や
低
気
圧
な
ど
の
影
響
や
地
形
の

影
響
で
積
乱
雲
が
ご
く
狭
い
範
囲
で
発

生
・
発
達
を
繰
り
返
し
て
起
き
る
「
集

中
豪
雨
」
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

舗
装
の
普
及
し
た
都
市
部
で
は
、
大
量

の
雨
が
一
気
に
低
い
地
域
に
流
れ
込
み

浸
水
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
特
に
地

下
街
は
雨
水
流
入
に
よ
る
水
没
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
。
都
市
部
は
人
口
や
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
の
中
枢
が
集
ま
っ
て
お

り
、
ひ
と
た
び
災
害
が
起
き
れ
ば
そ
の

被
害
も
大
き
く
な
り
や
す
い
。

気
象
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る

気
象
庁
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に

よ
っ
て
気
象
を
観
測
・
監
視
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
天
気
予
報
な
ど
で
よ
く
耳
に

す
る
ア
メ
ダ
ス
︵
A
M
e
D
A
S
︶
だ
。

全
国
約
１
３
０
０
カ
所
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
降
水
量
、
風
向
・
風
速
、
気
温
、

日
照
時
間
な
ど
を
自
動
的
に
観
測
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
10
分
お
き
に
気
象
庁
に

自
動
送
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
約
１
6
０
カ
所
の
気

象
台
な
ど
で
は
、
ア
メ
ダ
ス
が
観
測
し

て
い
な
い
気
圧
や
湿
度
な
ど
の
観
測
も

行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
気
象
庁
は
気
象
レ
ー
ダ
ー

に
よ
っ
て
、
半
径
３
０
０
〜
４
０
０
㎞

の
範
囲
内
の
降
雨
の
状
況
を
５
分
ご
と

に
観
測
し
て
い
る
。
気
象
レ
ー
ダ
ー
は

全
国
に
20
基
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ

�

1 時間雨量 
(mm) 

予報用語 
人の受ける 

イメージ 
人への影響 

屋 内 
( 木造住宅を想定）

屋外の様子 災害発生状況

10 以上 
〜 20 未満 やや強い雨 ザーザーと降る 

地面からの跳ね返
りで足元がぬれる 

雨の音で話し声が良く
聞き取れない 地面一面に水たま

りができる

この程度の雨でも長く続く時は注意が必要

20 以上 
〜 30 未満 強い雨 どしゃ降り 

傘をさしていても
ぬれる

寝ている人の 
半数くらいが 
雨に気がつく

側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる

30 以上 
〜 50 未満 激しい雨 バケツをひっくり返したよう

に降る
道路が川のように
なる 

山崩れ ･ 崖崩れが起きやすくなり危険地帯では避難の準備が必要 
都市では下水管から雨水があふれる

50 以上 
〜 80 未満 

非常に 
激しい雨 

滝のように降る 
（ゴーゴーと降り続く） 傘は全く役に 

立たなくなる

水しぶきであたり
一面が白っぽくな
り、視界が悪くなる 

都市部では地下室や地下街に雨水が流れ込む場合がある 
マンホールから水が噴出する 
土石流が起こりやすい 
多くの災害が発生する

80 以上〜 猛烈な雨 息苦しくなるような 
圧迫感がある。恐怖を感ずる

雨による大規模な災害の発生するおそれが強く、厳重な警戒が必要

雨の強さと降り方
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全
国
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
雨
量
計
の
な
い
場
所
で
も
、
降

雨
の
状
況
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る 

の
だ
。

ま
た
、
局
地
的
大
雨
等
に
よ
る
浸
水

被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

国
土
交
通
省
は
、
こ
の
よ
う
な
水
害
に

対
し
、
適
切
な
水
防
活
動
や
河
川
管
理

を
行
う
た
め
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

に
３
大
都
市
圏
等
︵
関
東
、北
陸
、中
部
、

近
畿
︶
に
11
基
の
高
性
能
レ
ー
ダ
ー
「
X 

バ
ン
ド
M
P
レ
ー
ダ
」
を
設
置
し
試
験

運
用
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
の
C
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
で
は
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
降
雨
に
つ
い

て
も
、
詳
細
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

観
測
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
気
象
庁
で
は
静

止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
に
よ

る
宇
宙
か
ら
の
雲
の
観
測
や
、
気

球
を
上
げ
て
、
地
上
か
ら
約
30
㎞
上

空
ま
で
の
気
圧
や
気
温
な
ど
を
鉛

直
的
に
観
測
す
る
高
層
気
象
観
測 

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
気
象
庁
で
は

こ
の
よ
う
な
手
段
を
活

用
し
て
24
時
間
体
制
で

気
象
状
況
の
観
測
・
監

視
を
行
っ
て
い
る
。

局
地
的
大
雨

の
情
報
を 

得
る

大
雨
に
備
え
る
予
報

と
し
て
、
気
象
庁
は
降

水
短
時
間
予
報
と
降
水

ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
と
い
う

予
報
も
提
供
し
て
い
る
。

降
水
短
時
間
予
報
と
は
、

６
時
間
先
ま
で
の
各
１

時
間
雨
量
の
分
布
を
予

報
す
る
も
の
で
、
30
分

ご
と
に
新
し
い
予
報
を

発
表
す
る
。
降
水

ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
は

１
時
間
先
ま
で
の

各
10
分
間
雨
量
の

分
布
を
予
想
す
る

も
の
で
、
10
分
ご

と
に
新
し
い
予
報

を
発
表
す
る
。

降
水
短
時
間
予

報
は
、
地
形
の
影

響
に
よ
っ
て
降
水

が
発
達
、
衰
弱
す

る
効
果
を
計
算
し

て
い
る
の
で
、
高

い
雨
量
予
報
精
度

を
持
っ
て
い
る

が
、
雨
雲
の
急
激

な
発
生
、
発
達
は

予
想
が
難
し
い
。

一
方
、
降
水
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト
は
、
計

算
時
間
の
節
約
の
た
め
地
形
の
影
響
等

の
計
算
を
省
略
し
て
い
る
の
で
、
降
水

の
強
度
の
変
化
を
予
測
で
き
な
い
が
、

10
分
ご
と
に
新
し
い
予
報
を
発
表
す
る

の
で
、
急
速
に
発
達
し
た
雨
雲
に
よ
る

雨
量
の
予
測
に
は
力
を
発
揮
す
る
。

局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
発
生
の

お
そ
れ
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
、
河

川
、
渓
流
、
下
水
管
、
用
水
路
な
ど
の

危
険
な
場
所
か
ら
は
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
都
市
部
で
は
、
浸
水
の
危

険
性
が
高
い
地
下
街
や
地
下
空
間
へ
の 

避
難
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

動
車
を
運
転
中
の
場
合
は
、
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
や
地
下
道
路
の
通
行
は
な
る
べ
く

控
え
る
必
要
が
あ
る
。
自
動
車
の
排
気

口
か
ら
水
が
流
入
し
た
り
、
運
転
を
制

御
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
冠
水
し
た
り

し
て
運
転
が
不
能
に
な
る
場
合
が
あ
る

か
ら
だ
。

�

気象庁は、大雨や洪水などの警報・注意報を細かく市町村単位で
発表している（平成 22 年 5 月 27 日より）。 
情報は、同庁のホームページでも閲覧可能。
http://www.jma.go.jp/jma/index.html

降水ナウキャストによる予測例（平成 18 年 5 月 24 日の神奈川県の強雨）
上段：観測値、下段：18:50 を初期値とした降水ナウキャストによる予測
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局
地
的
大
雨
へ
の
対
応

し
か
し
局
地
的
大
雨
の
被
害
が
発
生

し
や
す
い
場
所
で
活
動
す
る
場
合
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
活
動
の
一
日

前
か
ら
数
時
間
前
に
は
、「
大
気
の
状
態

が
不
安
定
」「
天
気
が
急
変
す
る
お
そ

れ
」
と
い
っ
た
天
気
予
報
の
解
説
が
さ

れ
て
い
な
い
か
を
、
あ
る
い
は
「
所
に

よ
っ
て
雷
を
伴
い
」
と
い
っ
た
予
報
が

出
て
い
な
い
か
を
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
さ
ら
に
活
動
中
も
、

携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
、
雷
注
意

報
や
大
雨
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な

い
か
を
、
あ
る
い
は
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
、

降
水
短
時
間
予
報
、
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス

ト
に
よ
る
予
報
を
、
随
時
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
も
必
要
だ
。
地
方
公
共
団
体
や

民
間
予
報
事
業
者
等
が
大
雨
に
関
す
る

情
報
を
メ
ー
ル
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
の
も
良
い
で

あ
ろ
う
。

携
帯
電
話
を
利
用
出
来
な
い
場
合
は
、

空
の
変
化
に
注
意
を
払
い
、
天
気
の
急

変
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、
周
囲
が

急
に
暗
く
な
る
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、

雷
光
が
見
え
る
、
冷
た
い
風
が
吹
き
出

す
、
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
り
出
す

と
い
っ
た
こ
と
は
、
発
達
し
た
積
乱
雲

が
近
づ
く
兆
し
だ
。

状
況
に
応
じ
た
行
動
が

重
要

大
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
災
害
や

水
害
の
危
険
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
た

ら
、
適
切
な
避
難
行
動
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
際
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
に

注
意
し
て
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
今

年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
「
大
雨
災
害
に

お
け
る
避
難
の
あ
り

方
等
検
討
会
報
告

書
」
に
よ
る
と
、
近

年
、
避
難
の
時
期
、

方
法
、
場
所
が
適
切

で
な
か
っ
た
な
ど
、

状
況
に
応
じ
た
適
切

な
避
難
行
動
が
選
択

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
被
災
し
た
事
例
が

数
多
く
発
生
し
て
い

る
。住

民
に
と
っ
て

の
避
難
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
自
宅
か
ら
避
難

所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
小
中
学
校
な

ど
の
公
的
施
設
へ
移

動
す
る
「
立
退
き
避

難
」
を
前
提
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
行
政
が
指

定
す
る
避
難
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
最

善
だ
と
い
う
固
定
観
念
で
、
夜
間
や
降

雨
時
あ
る
い
は
道
路
が
浸
水
し
て
い
る

よ
う
な
悪
条
件
の
な
か
を
避
難
し
て
被

災
し
た
と
い
う
事
例
も
多
く
あ
る
の
だ
。

例
え
ば
、
大
雨
時
に
自
宅
に
い
た
場

合
、
見
通
し
の
悪
い
夜
間
や
、
道
路
の

冠
水
な
ど
の
危
険
な
状
況
下
で
の
避
難

は
で
き
る
だ
け
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
自
宅
や
隣
接
す
る
建
物
の
２
階
な

ど
へ
一
時
避
難
し
救
助
を
待
つ
こ
と
も

選
択
肢
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
避
難
所
へ
避
難
す
る
場

合
は
、
が
け
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
斜

面
や
土
石
流
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
渓

流
の
通
過
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
。
土

石
流
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
で
は

流
れ
に
対
し
て
直
角
方
向
に
で
き
る
だ

け
離
れ
る
、
渓
流
を
渡
っ
て
対
岸
に
避

難
す
る
こ
と
は
避
け
る
、
と
い
っ
た
こ

と
も
大
切
だ
。

日
頃
か
ら
の
備
え
が
身

を
守
る

�

場　　所 危　　険　　性

地下施設（地下街など） 河川等からはん濫した水が流入する

住居 ( 地下室、地下ガレージ） 
河川や側溝から溢れた水が流入し、場合に
よっては水没する

道路 ( 歩行者・自転車） 
路面が冠水し、道路と側溝の境目が分かり難
くなり転落する

道路（自動車） 
冠水部分に乗り入れ、走行不能となり、場合
によっては水没する

川原、中洲（遊び、魚釣り） 急増水で流される、中洲に取り残される

下水道管、用水路 急増水で流される

登山 渓流の急増水で流される

局地的大雨や集中豪雨の危険性

大雨に対する対応
気象情報や災害情報に十分留意し、 
一人ひとりが状況に応じて自ら判断する。

危険箇所の把握が困難な場合は、 
屋外での移動は極力避ける。

道路が浸水している時などは、 
自動車による避難は極力避ける。

指定された避難場所への移動だけでなく、
自宅の２階等へ緊急的に避難し救助を 
待つことも選択肢とするなど、 
状況に応じた適切な判断と行動をする。



政府の取り組み

７月９日に開かれた「梅雨期の対応に係る災害対策関係
省庁連絡会議」において大島内閣府副大臣は「引き続

き警戒を緩めず、今後の災害発生時の対応に遺漏なきよう
万全を期していただきたい」と訓示した。特に局地的大雨
の際に国民一人一人が気象情報や自治体が発する災害情報
に十分留意して適切な避難行動を取れるよう、関係省庁か
らの国民への積極的な注意喚起を呼びかけた。

また、大雨による災害現場の状況把握のため、７月１５
日には泉内閣府大臣政務官が鹿児島県霧島市、南大隅町の
被災状況について現地調査を行った。霧島市の県道都城隼
人線崩落現場、南大隅町船石川の土石流現場の被災状況等
を把握するとともに、避難所となっている南大隅町根占老
人福祉センター及び川南地区集会施設を訪問し、被災され
ている方々を激励した。

７月１７日には中井内閣府特命担当大臣（防災）が広島
県の被災状況について現地調査を行った。陸上自衛隊ヘリ
コプターにより世羅町及び庄原市の被災地を上空より調査
した後、呉市安浦町の被災状況を調査し、今回の災害によ
る犠牲者に献花するとともに、避難所となっている中央ハ
イツ・コミュニティセンターを訪問し避難者を激励した。
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こ
う
し
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か

ら
大
雨
時
に
は
身
の
回
り
の
ど
の
よ
う

な
場
所
に
危
険
性
が
潜
ん
で
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
自
治
体
な
ど
が
公
表
し
て

い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂
災

害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
あ
ら

か
じ
め
確
認
し
、
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え

る
自
助
努
力
こ
そ
が
、
大
雨
災
害
か
ら

自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
最
善
の
対
応

策
で
あ
る
。

例
え
ば
、
居
住
地
域
を
大
雨
が
襲
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
の
状
況

を
思
い
起
こ
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で

あ
る
。
近
隣
に
河
川
が
あ
れ
ば
、
溢
れ

た
と
き
に
ど
う
逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
く
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
身
の

回
り
で
想
定
さ
れ
る
事
態
を
想
像
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
、
実
際
に
自
分
の
目

で
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。
さ

ら
に
は
住
家
に
災
害
保
険
を
か
け
て
お

く
こ
と
も
災
害
対
策
の
重
要
な
手
段
の

ひ
と
つ
に
な
る
。

も
し
も
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に

は
、
日
頃
の
備
え
を
充
分
に
活
か
し
て

適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
を
可

能
に
す
る
た
め
に
情
報
収
集
と
「
い
ざ

と
い
う
と
き
」
の
想
像
力
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

�

災害対策関係省庁連絡会議において訓示する
大島内閣府副大臣

現地状況説明を受ける泉内閣府大臣政務官

被災状況の説明を受ける中井内閣府特命担当大臣（防災）
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「防災意識」を高めるために
楽しく伝える工夫をしていきたい

気象予報士

木原実さん

Active 
Human  
List 2

テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
で
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
木
原
実
さ
ん
。 

軽
妙
な
語
り
口
で
生
活
情
報
を
交
え
な
が
ら
気
象
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

視
聴
者
か
ら
災
害
に
関
す
る
解
説
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
も 

独
学
で
身
に
付
け
ま
し
た
。
楽
し
い
話
術
を
生
か
し
た
講
演
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ 

防
災
知
識
の
普
及
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
、
携
帯
用
防
災
セ
ッ
ト
を
持
ち
歩
く
な
ど
、 

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

きはら・みのる●気象予報士、防災士、
俳優。1960 年東京都生まれ。日本大学
芸術学部演劇学科卒業後、舞台俳優と
して活動しながら、レポーターや声優
としても活躍。86 年から日本テレビの
お天気コーナーを担当。95 年、気象予
報士資格を取得。現在は日本テレビ系

『ズームイン！！ SUPER』『news every.』
などに出演するほか、俳優やナレーター
としての仕事も続けている。また、趣
味の落語を生かして、「エコ落語」を発
表。環境問題を伝える活動にも力を入
れている。

撮影：佐久間　哲男
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木
原
さ
ん
は
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー

に
抜
擢
さ
れ
る
ま
で
、「
気
象
」

に
は
全
く
縁
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
知
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夕
方
の
お
茶
の
間
の
天
気
予
報
に
よ
く

合
い
そ
う
な
、
奥
様
方
に
不
安
感
を
与

え
な
い
顔
と
声
と
い
う
の
が
選
ば
れ
た

理
由
ら
し
い
で
す
」（
笑
）

当
初
は
、
用
意
さ
れ
た
原
稿
を
読
む

だ
け
だ
っ
た
が
、
知
識
が
身
に
つ
い
て

き
て
、
視
聴
者
に
役
立
つ
よ
う
に
と
工

夫
を
始
め
た
。「
洗
濯
物
が
よ
く
乾
き
ま

す
」、「
折
り
畳
み
傘
を
用
意
し
て
」
な

ど
、
最
近
の
天
気
予
報
で
は
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る
、
こ
う
し
た
生
活
情
報

も
付
け
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
気
象
予
報
士
制
度
が
誕
生

し
て
、
木
原
さ
ん
も
受
験
す
る
こ
と
に
。

「
こ
の
資
格
は
、
予
報
を
出
す
た
め
の

も
の
で
、
予
報
を
伝
え
る

だ
け
の
お
天
気
キ
ャ
ス

タ
ー
に
は
本
来
不
要
な

も
の
で
す
。
で
も
、
他

局
の
人
が
資
格
に
挑
戦

す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

番
組
ス
タ
ッ
フ
か
ら
『
木

原
さ
ん
も
受
か
る
よ
ね
』

と
言
わ
れ
て
。『
受
け
る

よ
ね
』
じ
ゃ
な
く
て
『
受

か
る
よ
ね
』」（
笑
）

試
験
に
は
２
回
目
の

挑
戦
で
合
格
し
、
番
組
で
は
「
気
象
予

報
士　

木
原
実
」
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
原
さ
ん
が
「
防
災
」
を
強
く
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
。

「
高
速
道
路
が
倒
壊
し
て
い
る
映
像
な

ど
、
あ
ま
り
に
現
実
味
が
な
く
て
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
現
地
の

Ｆ
Ｍ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
被
害
状
況

を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
と
聞
い
て
、

放
送
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、
災
害
発

生
時
に
何
を
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
の
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

視
聴
者
か
ら
の
災
害
や
防
災
に
関
す

る
質
問
も
増
え
、
木
原
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
は
防
災
の
知
識
も
必
要
」
と
勉
強

を
始
め
、
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
た
。

「
多
く
の
方
が
知
り
た
い
の
は
、
災
害

が
起
き
た
時
に
生
き
残
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家

に
非
常
用
持
出
袋
が
あ
っ
て
も
、
自
宅

に
い
る
と
き
に
地
震
が
来
る
と
は
限
ら

な
い
。
防
災
グ
ッ
ズ
は
常
に
身
に
つ
け

て
い
る
べ
き
で
は
」
と
、
木
原
さ
ん
は
、

自
分
の
バ
ッ
グ
か
ら
、
携
帯
用
防
災
セ
ッ

ト
を
取
り
だ
し
た
。
軍
手
、
雨
合
羽
、
簡

易
ト
イ
レ
、
三
角
巾
、
携
帯
電
話
充
電
器
、

ラ
ジ
オ
、
イ
ヤ
ホ
ン
、
懐
中
電
灯
、
万

能
ナ
イ
フ
が
、
シ
ス
テ
ム
手
帳
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
の
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
て
い
る
。

「
毎
日
持
ち
歩
け
る
サ
イ
ズ
と
重
さ

で
、
外
出
中
に
災
害
に
遭
遇
し
た
時
に

必
要
な
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
実
は
、

ほ
と
ん
ど
が
１
０
０
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ

で
揃
う
も
の
で
す
」

毎
年
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
1
月
17
日

（
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
）
と
9
月
1

日
（
防
災
の
日
）
に
は
、

電
池
の
入
れ
替
え
な

ど
中
身
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
た
だ
、
防
災
に
つ

い
て
考
え
る
の
が
、
１

月
と
９
月
の
年
２
回
で

は
、
間
隔
が
空
き
す
ぎ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
一
方
で
、
毎

日
の
よ
う
に
繰
り
返
し
『
防
災
』
を
訴

え
る
と
、『
ど
う
せ
来
な
い
よ
』
と
備
え

を
怠
け
て
し
ま
う
。
楽
し
く
、
面
白
く
、

印
象
深
く
、
防
災
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
伝
え
る
の
が
僕
の
役
目
で
す
」
と
木

原
さ
ん
。

「
地
震
が
来
た
と
き
に
、
外
に
飛
び

出
す
の
が
い
い
か
、
机
の
下
に
潜
る
の

が
い
い
か
は
、
究
極
の
選
択
。
し
か
し
、

震
度
６
強
の
揺
れ
の
中
で
、
ド
ア
に
向

か
っ
て
歩
け
る
と
思
い
ま
す
か
？　

火

を
消
せ
ま
す
か
？　

想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
大
揺
れ
で
歩
け
な
い
で
し
ょ

う
」
と
、
地
震
発
生
時
の
心
構
え
を
コ

ミ
カ
ル
に
説
明
す
る
木
原
さ
ん
。
落
語

仕
立
て
で
防
災
を
楽
し
く
伝
え
る
こ
と

も
準
備
中
だ
そ
う
だ
。
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「news every.」お天気コーナーリハーサル中の木原実さん

お天気キャスターに抜擢され
たのは、奥様方に不安感を与
えないというのが理由らしい
です（笑）

撮
影
：
佐
久
間　

哲
男

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂
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被
害
と
復
興

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
発
生
か
ら
、
本
年
で

３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
19
年
７
月
16
日
10
時
13
分
に
発
生
し
た

こ
の
地
震
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
ま
だ
３

年
も
経
た
な
い
時
期
に
、
新
潟
県
中
越
地
方
を

は
じ
め
と
し
て
死
者
15
名
、
負
傷
者
2
3
4
6

名
、
住
家
に
あ
っ
て
は
、
全
壊
1
3
3
1
棟
、

半
壊
5
7
0
9
棟
、
一
部
損
壊
3
万
7
3
0
1

棟
も
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
は
、
住
宅
や
商
店
街
な
ど
の
被
害

が
大
き
く
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
や
商
工
業

を
直
撃
し
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
過
程
に
あ
る

中
越
地
震
と
被
災
地
域
が
重
な
り
、
二
重
に
被

災
さ
れ
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
被
災
し

た
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力
の
耐
震
安
全
性
に
対

し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の

人
々
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
被
災
地
で
は
、
地
元
の
方
々
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
被
災

し
た
商
店
街
の
復
興
や
公
営
住
宅
の
整
備
を
は

じ
め
と
し
た
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
復
旧
・

復
興
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

合
同
追
悼
式

平
成
22
年
７
月
16
日
の
震
災
３
周
年
の
日
に

は
、
新
潟
県
並
び
に
柏
崎
市
、
刈
羽
村
主
催
に

よ
る
合
同
追
悼
式
が
柏

崎
市
で
開
催
さ
れ
、
政

府
を
代
表
し
て
中
井
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
︶
が
出
席
し
、
追
悼

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

政
府
と
し
て
は
、
地

元
自
治
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
今
後
と
も
被
災

地
域
の
復
興
に
向
け
て

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

災
害
時
の
危
機
管
理
体

制
の
強
化
を
は
じ
め
、

総
合
的
な
防
災
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
な

ど
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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防災の動き
Disaster Management News

地震から３周年の合同追悼式で追悼の言葉を述べる 
中井内閣府特命担当大臣（防災 ) 

（写真提供：柏崎市）

新潟県中越沖地震から３年
平成 19 年７月16 日に発生した新潟県中越沖地震から、本年で 
３周年を迎え、合同追悼式が行われました。

被災現場の復旧の様子　被災直後（左）、復旧後（右） 
（柏崎市えんま通り商店街／写真提供：新潟県）



ぼ う さ い      7 月号  ( 第58 号 )

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
は
、
国
営
公
園
・
都

立
公
園
併
せ
て
約
13 

ha
の
広
大
な
敷
地
内
に
、
地

上
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
1
万
㎡
を
有
す
る

「
有
明
の
丘
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施
設
」、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
、
草
地
広
場
や
舗
装
さ
れ
た
多
目
的
広

場
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
幹
的
防
災
拠
点

施
設
の
本
部
棟
は
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
既
に
一

部
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
今
夏
、
公
園
ス

ペ
ー
ス
（
都
立
公
園
の
一
部
は
、
平
成
23
年
度
開

園
予
定
︶
と
本
部
棟
に
あ
る
「
防
災
体
験
学
習
施

設 

そ
な
エ
リ
ア
東
京
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

公
園
ス
ペ
ー
ス
は
、
平
常
時
に
は
、
散
歩
や
運

動
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
等
、
来
園
者
が
緑
の
中
で
く
つ

ろ
げ
る
憩
い
の
場
所
で
す
。
広
い
敷
地
内
で
は
、

防
災
訓
練
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
可
能
。

ま
た
、
発
災
時
に
は
、
災
害
医
療
支
援
ス
ペ
ー

ス
、
自
衛
隊
等
の
広
域
支
援
部
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
、
ま
た
、
緊
急
物
資
や
救
護
者
の
空
輸
を
行

う
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離
発
着
す
る
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

本
部
棟
は
、「
防
災
拠
点
施
設
」
と
「
防
災
体

験
学
習
施
設
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
部
棟
北
側

半
分
の
防
災
拠
点
施
設
に
は
、
本
部
会
議
室
、
指

揮
所
ブ
ー
ス
、
座
席
数
１
８
６
席
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
等
が
整
備
さ
れ
、
発
災
時
に
は
、

国
お
よ
び
関
係
都
県
に
よ
る
合
同
現
地
対
策
本
部

と
し
て
機
能
し
ま
す
。
本
部
棟
南
側
は
、「
防
災

体
験
学
習
施
設 

そ
な
エ
リ
ア
東
京
」
で
す
。
そ

な
エ
リ
ア
と
は
、＂
そ
な
え
る
＂
+
＂
エ
リ
ア
＂
の

造
語
。
１
階
は
、
防
災
体
験
ゾ
ー
ン
で
す
。
臨
場

感
の
あ
る
実
物
大
の
ジ
オ
ラ
マ
で
、
首
都
直
下
地

震
の
発
災
か
ら
避
難
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
体
験

で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
階
の
防
災
学
習
ゾ
ー
ン
に

は
、
映
像
や
展
示
等
、
防
災
学
習
の
た
め
の
様
々

な
情
報
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々
が
楽
し
み
な
が
ら
、
災
害
に
備
え
る
た
め

の
体
験
や
学
習
が
で
き
る
施
設
で
す
。
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東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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︶

東京臨海広域防災公園が開園しました
７月１日、東京有明に開園した東京臨海広域防災公園は、平常時には、人々の憩いの場、 
防災に関する学習・訓練・情報発信拠点として、また、首都圏における大規模災害発生時には、 
公園全体がヘッドクォーターとして機能する基幹的な広域防災拠点です。

「そなエリア東京」の実物大被災市街地ジオラマ

発災時に使用されるオペレーションルーム 
「そなエリア東京」の２階から見学可能

（撮影：坂本 政十賜）
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今
回
の
白
書
の
構
成
は
、
ま
ず
、
特
集
部
分

に
つ
い
て
は
、「『
新
し
い
公
共
』
の
力
を

活
か
し
た
防
災
力
の
向
上
」
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
第
１
部
で
は
「
防
災
対
策
に

関
す
る
現
状
と
課
題
」
と
し
て
、
平
成
21
年
度

に
実
施
さ
れ
た
主
な
防
災
上
の
取
り
組
み
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
部
で
は
「
災

害
の
状
況
と
対
策
」
と
し
て
、
我
が
国
の
災
害

に
対
す
る
対
策
全
般
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま

す
。以

下
、
防
災
白
書
の
特
集
部
分
に
つ
い
て
、

概
要
を
記
述
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
に
お
け
る
民

間
主
体
の
防
災
活
動
の
広
が
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
防
災
活
動
に
お
い

て
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
国
民
一
人
ひ
と
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、

学
校
な
ど
様
々
な
主
体
が
支
え
合
う
力
|
「
新

し
い
公
共
」
の
力
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
契

機
と
な
っ
た
災
害
で
し
た
。
実
際
、
全
国
各
地

か
ら
延
べ
1
3
0
万
人
以
上
の
人
々
が
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
も
、
毎
年
の
よ
う

に
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
民
間
の
防
災
活
動
は
広
が
り
を
見
せ
、
各
種

の
自
然
災
害
の
際
に
は
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

地
域
の
防
災
力
に
影
響
を
与
え
て
い
る

社
会
経
済
状
況
の
変
化

一
方
で
、
以
下
の
よ
う
な
社
会
経
済
状
況
の

変
化
が
、
地
域
の
防
災
力
に
影
響
を
与
え
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
就
業
形
態
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

消
防
団
員
数
の
減
少
、
構
成
員
の
高
年
齢
化

・
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
、
就
業
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
住
宅
地
で
の
昼
間
の
働
き
手
人
口

の
不
在
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
中
山
間
地
の
人
口
減
少
、
高
齢

化
に
よ
り
、
農
林
地
の
荒
廃
が

発
生
し
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

他
方
、
消
防
団
員
・
消
防
職
員

の
Ｏ
Ｂ
を
支
援
団
員
と
し
て
採
用

し
た
り
、
女
性
団
員
に
よ
る
広
報

指
導
分
団
を
設
立
し
た
り
す
る
な

ど
、
創
意
工
夫
の
あ
る
取
組
に
よ

り
消
防
団
員
数
が
増
加
し
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

各
地
域
で
広
が
っ
て
い
る

「
新
し
い
公
共
」
の
力
を
活

か
し
た
防
災
活
動

本
稿
で
は
省
略
し
ま
す
が
、「
新

し
い
公
共
」
の
力
を
活
か
し
た
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
学

校
等
に
よ
る
具
体
的
な
防
災
活
動

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　地
域
防
災
力
及
び
防
災
分
野
に
お
け
る

「
新
し
い
公
共
」
の
活
動
に
関
す
る
国
民

意
識内

閣
府
で
は
、
平
成
22
年
２
月
、
全
国
の
20

歳
以
上
の
男
女
3
0
0
0
人
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
1
1
9
6
人
（
回
収

率
39
・
9
％
）
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
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はままつ子育てネットワークぴっぴ
ごみ袋で作る「簡単カッパ」

平成22年版  防災白書を発表しました
平成 22 年版防災白書は、6 月 15 日に閣議決定され、 
同日国会に報告されました。



ぼ う さ い      7 月号  ( 第58 号 )

（
１
）
地
域
防
災
力
に
つ
い
て
の
認
識

地
域
防
災
力
が
十
分
だ
と
考
え
て
い
る
人
は

38
％
。
他
方
、
不
十
分
だ
と
考
え
る
人
も
ほ
ぼ

同
数
の
37
％
に
上
り
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
が
十
分
で
は
な
い
と
答
え
た
人

の
理
由
は
、「
地
域
の
高
齢
化
」
が
53
％
、「
近

所
づ
き
あ
い
が
希
薄
」
が
46
％
と
上
位
を
占
め

ま
し
た
。

（
２
）
地
域
防
災
力
を
高
め
る
観
点
か
ら
の

「
新
し
い
公
共
」
の
活
動
へ
の
期
待

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
な
ど
に
よ
る
防
災
活

動
へ
の
期
待
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
期
待
す
る
人
の 

　

割
合 　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
… 

88
％

企
業
の
防
災
活
動
に
期
待
す
る
人
の
割
合 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

…
…
…
…
… 

80
％

（
３
）
各
個
人
と
し
て
災
害
時
に
余
力
が
あ

れ
ば
行
い
た
い
活
動

救
援
物
資
の
運
搬
、
避
難
所
の
清
掃
、
高
齢

者
の
話
し
相
手
な
ど
の
避
難
生
活
に
お
け
る
協

力
、
初
期
消
火
活
動
、
体
の
不
自
由
な
方
等
の

避
難
誘
導
な
ど
、
個
人
と
し
て
半
数
以
上
の
方

が
、
災
害
発
生
時
に
余
力
が
あ
れ
ば
、
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

（
４
）
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要

な
こ
と

地
域
内
部
で
の
努
力
と
外
部
活
力
の
両
面
か

ら
の
取
組
が
必
要
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
… 

53
％

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
… 

52
％

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
外
部
の
力
の
活
用 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

…
…
…
…
…
45
％

課
題
及
び
今
後
へ
の
期
待

今
回
の
調
査
・
検
討
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
企
業
、
学
校
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ

る
防
災
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
多
く
の
国
民
が
各
個
人
と
し
て
も
災
害

時
に
余
力
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支
援
活
動
を
行

う
意
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
は
地
域
内
部
で
の
努
力
と
外
部
活
力
の
両
面

か
ら
の
取
組
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

行
政
に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
防
災
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
身
近
な

防
災
対
策
を
行
う
「
自
助
」
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
上
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
防
災
力

の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
学
校
等
の
各
主
体

の
連
携
や
、
地
元
自
治
体
、
住
民
と
の
連
携

が
十
分
と
は
い
え
な
い
。

・
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
息
の
長
い
継
続
的

な
活
動
を
い
か
に
続
け
て
い
く
か
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
形
式
的
な
も
の
で
は

な
い
実
践
的
な
活
動
に
よ
り
、
い
ざ
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
に
も
役
に
立
つ
も
の
と
す
る

工
夫
が
必
要
。

・
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
重
要
。

15
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中
央
防
災
会
議 

「
地
方
都
市
等
に
お
け
る
地
震
防
災
の
あ
り

方
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」（
第
１
回
）

近
年
、
地
方
都
市
を
中
心
に
比
較
的
大
き
な
地
震

が
頻
発
し
、
多
く
の
地
域
が
大
き
な
被
害
に
み
ま
わ

れ
て
い
る
中
、
地
方
都
市
特
有
の
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
各
地
の
取
り
組

み
に
お
い
て
有
効
な
対
策
と
し
て
今
後
の
地
震
対
策

に
活
か
す
べ
き
教
訓
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
何
処
で
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
規
模

地
震
に
対
し
て
は
、
様
々
な
対
策
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
防
災
対
応
力
の

強
化
と
い
う
点
で
重
点
的
な
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
地
方
都
市
の
地
震
対
策
に
関
し
て
は
、
地

方
都
市
地
域
で
発
生
し
た
地
震
被
害
に
よ
り
得
ら

れ
た
各
種
の
教
訓
や
課
題
等
に
つ
い
て
調
査
検
討

を
行
い
、
地
方
都
市
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
よ
り

強
化
す
べ
き
対
策
や
支
援
方
策
に
つ
い
て
と
り
ま

と
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
具
体
化
を
目
的
と
し

て
、
平
成
22
年
1
月
に
中
央
防
災
会
議
に
「
地
方
都

市
等
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る

専
門
調
査
会
」
が
設
置
さ
れ
、
去
る
4
月
26
日
に
第

1
回
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
専
門
調
査
会
で
は
、
主
な
検
討
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

・
孤
立
集
落
対
策

・
避
難
生
活
対
策

・
発
災
時
の
情
報
共
有
と
連
携

・
長
期
避
難
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建

・
情
報
発
信
、
広
報

・
産
業
の
再
建
等

今
後
、
全
10
回
程
度
、
会
議
を
開
催
し
、
対
策
等

を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

「
地
震
発
災
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の

業
務
継
続
の
手
引
き
と
そ
の
解
説
」
の 

策
定内

閣
府
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
震
発

災
時
を
想
定
し
た
業
務
継
続
体
制
に
係
る
検
討
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
業
務
継
続
の
検
討
に

必
要
な
事
項
及
び
手
法
等
を
と
り
ま
と
め
た
「
地
震

発
災
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
業
務
継
続
の
手

引
き
と
そ
の
解
説
」
を
策
定
し
、
平
成
22
年
４
月
に

公
表
し
ま
し
た
。

１
．「
地
震
発
災
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

の
業
務
継
続
の
手
引
き
と
そ
の
解
説
」

の
策
定
の
背
景

地
方
公
共
団
体
は
、
国
の
機
関
と
同
様
に
、
大
規

模
な
地
震
災
害
の
発
生
に
際
し
て
、
災
害
対
応
業
務

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
も
業
務
継
続
の
優
先
度
の

高
い
通
常
業
務
を
、
発
災
直
後
か
ら
適
切
に
実
施
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
災
害
で
は
、
業

務
継
続
に
支
障
を
及
ぼ
す
庁
舎
の
被
災
や
停
電
等
の

事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
ど
こ

で
も
発
生
し
う
る
地
震
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
大
規
模
な
地
震
発
災
時

に
あ
っ
て
も
業
務
が
適
切
に
継
続
で
き
る
体
制
を
あ

ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
21
年
11
月
に
、
内
閣
府
と

総
務
省
消
防
庁
が
、
全
国
の
都
道
府
県
及
び
市
区
町

村
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
、
地
震
発
災
時
を
想
定
し

た
業
務
継
続
体
制
に
係
る
状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
は
、

都
道
府
県
が
５
団
体
（
全
体
の
11
％
）、
市
区
町
村

が
１
団
体
（
全
体
の
0.1
％
）（
い
ず
れ
も
平
成
21
年

11
月
時
点
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
内
閣
府
に
お
い
て
、「
地
震
発
災
時

に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
業
務
継
続
の
手
引
き
と

そ
の
解
説
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

２
．「
手
引
き
と
そ
の
解
説
」
の
ポ
イ
ン
ト

「
手
引
き
と
そ
の
解
説
」
は
、
業
務
継
続
の
基
礎

的
な
検
討
事
項
を
と
り
ま
と
め
た
「
手
引
き
」
と
、
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挨拶をする大島内閣府副大臣

中
央
防
災
会
議
「
地
方
都
市
に
お
け
る
地
震
防
災
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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検
討
事
項
の
詳
細
な
解
説
や
さ
ら
に
発
展
的
な
分
析

手
法
等
を
と
り
ま
と
め
た
「
解
説
」
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。「
手
引
き
」
で
は
、
業
務
継
続
の
基
礎

的
な
検
討
作
業
の
様
式
例
を
提
示
し
、
様
式
に
沿
っ

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
町
村
で
あ
れ
ば
、
基

礎
的
な
「
業
務
継
続
計
画
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
の
担
当
者
を
対

象
と
し
て
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
各
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
、「
手
引
き
と
そ
の
解
説
」
の
周
知

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
業
務
継
続
体
制
の
検
討
を
促
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

企
業
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画 

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
の
現
状
に
つ
い
て

内
閣
府
で
は
、
民
間
企
業
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
21
年

11
月
に
「
企
業
の
事
業
継
続
及
び
防
災
の
取
組
み
に

関
す
る
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
１

月
に
行
っ
た
実
態
調
査
の
２
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
ず
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
大

企
業
で
は
、
28
％
が
「
策
定
済
み
」
で
あ
り
、
ま
た

「
策
定
中
（
31
％
）」
を
加
え
る
と
、
58
％
。
ま
た
、

中
堅
企
業
で
は
、「
策
定
済
み
」
が
13
％
で
あ
り
、「
策

定
中
（
15
％
）」
を
加
え
る
と
、
27
％
に
な
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
「
策
定
済
み
」
の
企
業

だ
け
で
な
く
、「
策
定
中
」
の
企
業
ま
で
含
め
て
考

慮
す
る
と
、
大
企
業
の
６
割
弱
、
中
堅
企
業
で
は
３

割
弱
と
な
り
、
大
企
業
に
つ
い
て
は
相
当
程
度
策
定

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
中
堅
企
業
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
な
る
普
及
が
望
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
各
地
震
防
災
戦
略
に
係
る
地
域
に
つ
い
て

は
、「
策
定
済
み
」
の
割
合
は
、
大
企
業
に
つ
い
て

は
、
東
海
地
震
の
地
域
で
31
％
、
東
南
海
・
南
海
地

震
の
地
域
で
27
％
、
首
都
直
下
地
震
の
地
域
で
34
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
策
定
済
み
」「
策
定
中
」

の
合
計
値
で
見
る
と
、
東
海
地
震
の
地
域
で
62
％
、

東
南
海
・
南
海
地
震
の
地
域
で
53
％
、
首
都
直
下
地

震
の
地
域
で
64
％
と
な
っ
て
お
り
、
各
地
域
防
災
戦

略
で
定
め
て
い
る
目
標
（
大
企
業
で
ほ
ぼ
全
て
、
中

堅
企
業
に
お
い
て
過
半
を
目
指
す
）
は
策
定
後
概
ね

10
年
間
の
も
の
で
す
が
、
平
成
21
年
11
月
が
そ
の
中

間
段
階
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
大
企
業
・
中

堅
企
業
と
も
に
、
目
標
達
成
ま
で
ほ
ぼ
半
ば
に
き
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
普
及
の
初
期

段
階
か
ら
進
行
段
階
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
済
み
の
企
業
に
対
し
て
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
も
と
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
定
着
・
発

展
を
促
す
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
中
ま
た
は
策
定
予
定
の

企
業
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
み
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

事
例
の
収
集
・
情
報
提
供
、
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
充
実
、
企
業
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
訓
練
の
実

施
と
そ
の
訓
練
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
情
報
提
供
等
の
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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策定済みである

中堅企業

大企業
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予定がある

無回答

(%)
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「
手
引
き
と
そ
の
解
説
」
の
内
容
は
、
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
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企業規模別事業継続計画（ＢＣＰ）の策定状況

資料：内閣府調べ（平成 21 年 11 月）
（注）「大企業」・「中堅企業」…資本金及び常用雇用者数（業種別）に基づいて抽出。
（出典）「企業の事業継続及び防災の取組みに関する実態調査」

「手引きとその解説」都道府県説明会の様子 
（平成 22 年 5 月 11 日）
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埼
玉
県
南
西
部
の
富
士
見
市

水
谷
東
地
域
は
、
荒
川
と

そ
の
支
流
の
3
本
の
河
川

に
囲
ま
れ
た
地
域
。
都
心
か
ら
私
鉄
で

30
分
程
度
と
交
通
の
便
も
良
い
こ
と
か

ら
、
1
9
6
0
年
代
以
降
、
急
激
な
宅

地
化
が
進
む
一
方
で
、
毎
年
の
よ
う
に

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
き
た
。
91
年
9
月
の
台
風
第
18
号
で

は
、
床
上
浸
水
3
2
2
戸
、
床
下
浸
水

4
5
5
戸
と
、
近
年
で
は
最
大
の
被
害

と
な
っ
た
。
地
域
の
人
々
は
、
水
害
が

起
き
る
た
び
に
、
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
、
町
中
に
広
が
っ
た
ご
み
を
処
理
し
、

被
害
を
受
け
た
家
屋
の
片
づ
け
を
行
う

な
ど
町
の
復
旧
に
つ
と
め
る
中
で
、「
防

災
」
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
大
規
模
な
河
川
改
修
工
事

が
行
わ
れ
、
周
辺
地
域
か
ら
流
入
す
る

雨
水
を
河
川
に
排
水
す
る
大
型
ポ
ン
プ

が
設
置
さ
れ
る
と
、
水
害
の
危
険
性
は

除
去
さ
れ
た
が
、
前
年
の
95
年
1
月
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
も
と
も
と
防
災
意
識
の
高
い

住
民
た
ち
は
、「
地
震
に
も
備
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
、
地
域
内
の
組
織
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

「
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
に
非
常
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
水
谷
東
地
域
は
、

川
に
囲
ま
れ
地
盤
が
悪
く
、
住
宅
が
密

集
し
て
い
る
た
め
、
被
害
が
広
が
る
危

険
性
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
早
急
に

自
主
防
災
組
織
が
必
要
だ
と
考
え
た
の

で
す
」
と
、
当
時
は
水
谷
東
三
丁
目
町

会
の
役
員
だ
っ
た
清
水
さ
ん
は
、
地
域

の
自
主
防
災
会
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
を
振
り
返
る
。
震
災
発
生
翌
年
の

96
年
に
は
、
住
民
代
表
14
人
と
4
人
の

市
職
員
で
神
戸
を
視
察
し
て
現
地
の
住

民
と
交
流
、
自
主
防
災
活
動
に
は
、
地

域
の
連
携
が
不
可
欠
と
再
認
識
し
た
。

水
谷
東
小
学
校
区
内
に
は
４
つ
の
町
会

が
あ
り
、
以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に

活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
神
戸
視
察
を

機
に
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
一
致
。
年

4
回
の
地
域
連
絡
会
議
や
、
毎
年
の
合

同
防
災
訓
練
等
を
実
施
。
こ
の
ほ
か
、

「
新
春
の
集
い
」「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

「
い
か
だ
ラ
リ
ー
」「
文
化
祭
」「
体
育
祭
」

な
ど
季
節
ご
と
に
地
域
住
民
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
町
会

の
垣
根
を
越
え
て
住
民
同
士
の
交
流
を

深
め
て
い
る
。

「
水
谷
東
の
防
災
訓
練
は
充
実
し
て

い
ま
す
よ
。
各
町
会
が
可
搬
式
消
防
ポ

ン
プ
を
持
っ
て
い
て
、
合
同
訓
練
で
は

放
水
の
技
を
競
い
ま
す
。
住
宅
が
密
集

し
て
い
て
道
路
が
狭
く
、
火
災
発
生
時

に
消
防
車
が
到
着
す
る
の
に
時
間
が
か

か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
消
火
訓
練

に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
講
習
な
ど
救
命
訓
練
、
避
難
所

生
活
を
想
定
し
て
の
保
健
指
導
、
炊
き

出
し
訓
練
も
あ
り
ま
す
。
参
加
者
が
飽

き
な
い
よ
う
に
ク
イ
ズ
大
会
ま
で
。
年

1
回
の
合
同
訓
練
の
ほ
か
に
、
町
会
ご

と
の
訓
練
も
あ
り
ま
す
。
他
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が

多
い
の
で
、
住
民
同
士
が
み
な
顔
と
名

前
が
一
致
す
る
の
も
こ
の
地
域
の
特
長

で
す
」
と
清
水
さ
ん
。
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

人
々
の
交
流
が
、
地
域
の“
防
災
力
”を
高
め
る

い
ざ
と
い
う
時
に
住
民
が
協
力
し
合
う
体
制
を
ど
う
作
る
か
。
埼
玉
県
富
士
見
市
で
は
、
町
会
を
中
心
に
、 

都
市
部
の
住
民
同
士
が
日
ご
ろ
か
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
強
固
な
防
災
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

第2回

水谷東小学校区自主防災会連絡会全体の総合防災訓練
（写真提供　水谷東小学校区自主防災会連絡会）
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し
か
し
、
水
害
へ

の
不
安
が
解
消
さ
れ

て
か
ら
転
入
し
て
き

た
新
し
い
住
民
が
増

え
て
く
る
と
、
災
害

へ
の
危
機
感
が
薄
れ

た
よ
う
に
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
だ
。

「
町
会
の
役
員
で

構
成
す
る
防
災
会
の

メ
ン
バ
ー
は
当
番
制

で
毎
年
交
代
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
で
は

い
ざ
と
い
う
時
に
役

に
立
て
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
他
の

住
民
を
指
導
で
き
る

よ
う
に
防
災
技
能
を

習
得
し
て
、
災
害
発

生
時
に
核
に
な
る
よ

う
な
人
が
い
て
く
れ

た
ら
」
と
い
う
考
え

か
ら
、
02
年
、「
特

別
防
災
隊
」
が
組
織

さ
れ
た
。
20
人
の
特

別
防
災
隊
員
は
、
お

そ
ろ
い
の
制
服
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
支
給
さ

れ
、
防
災
訓
練
で
の

指
導
者
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
日
の
日
中
な
ど
、

女
性
が
多
い
時
間
帯
で
の
災
害
発
生

を
想
定
し
て
「
女
性
防
災
隊
」
も
発
足

さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
な
ど
が
認
め

ら
れ
、
05
年
、
水
谷
東
小
学
校
区
は
消

防
庁
の
地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
モ
デ
ル
地
域
に
選
定
さ
れ
た

ほ
か
、
07
年
に
は
総
務
大
臣
表
彰
、
09

年
に
は
防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣

表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
取
り

組
み
は
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
、
水
谷
東
地
域
が
も
っ
と
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
。
町
会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
市

の
福
祉
担
当
課
と
民
生
委
員
ら
も
参
加

し
て
「
水
谷
東
地
域
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
置
、町
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
み
を
生
か
し
て
、
地
域
の
ど
こ

に
ど
ん
な
助
け
が
必
要
な
人
が
い
る
の

か
が
分
か
る
要
援
護
者
の
名
簿
と
マ
ッ

プ
を
作
製
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
、
町

会
の
担
当
者
の
連
絡
先
と
と
も
に
、
要

援
護
者
の
寝
室
の
位
置
や
、
病
歴
、
通

院
先
ま
で
書
き
込
ま
れ
た
個
別
支
援
プ

ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
清
水
さ

ん
は
「
町
会
中
心
の
防
災
活
動
は
、
行

政
だ
け
で
は
目
が
届
か
な
い
よ
う
な
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
」

と
話
す
。

い ま、一番心配しているのが後継者です。これまで
は、96 年に神戸に視察に行ったメンバーを中心に

活動を進めてきましたが、私も含めて 60 代、70 代の人が
増えてきました。特別防災隊も、定年退職者が多いのが現実。
要援護者の避難など、どうしても若い力が必要になります
が、みんな「仕事があるから」と逃げてしまいます。我々
も始めたころは 40 ～ 50 代で、仕事と両立させてきたので
すが、最近は「何でそこまでやるの？」と言われてしまう
こともあります。たしかに、活動費用の足しにと、町会で
資源回収を行ったり、市から排水ポンプの監視業務を請け
負うといった仕事もしているので、とても大変なように見
えるのかもしれないですね。
しかし、希望がない訳ではありません。他の地域では、

防災訓練等もまじめに出る人は少ないかもしれませんが、
水谷東ではまだ、休むと申し訳なく感じるほど参加者が多
いのです。そんな中で、一生懸命動いている人を見かけたら、
特別防災隊にスカウトします。最初は嫌がっていても、制

服とヘルメットを着用する
と、なぜか、ビシッと筋が通
るような感じになります。ま
た、最近は 20 代の人を体育
指導員として町会役員に抜
擢しました。彼を中心に、若
い世代を増やして、一気に世
代交代を狙っています。
水谷東が防災に力を入れ

ていることについて、周囲か
らは「あそこは水害があった
から」と言われるのですが、
それだけではないと思いま
す。町の人と交流するのが好
き、みんなで何かをつくりあ
げるのが好きという気持ちが強いこと、そうした関係を一
つ一つ積み上げてきたことが大きいと考えています。住民
の自主的な活動を行政が支え、地域ぐるみで日々の活動を
継続する。楽しみの中で住民の “絆 ”と “和 ”をはぐくむこ
とで、本当の地域防災力が生まれるのではないでしょうか。

一般に、「災害用伝言ダイヤル」は、数字３ケタで、何番でしょう？
（答えは　23 ページ）
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清水　実（しみず・みのる）

埼玉県富士見市　
水谷東小学校区自主防災会連絡会　
代表幹事

防  災 
ちょっとクイズ

防災リーダーの一言

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂

災害時要援護者支援活動訓練（けが人の搬送）
特別防災隊員の指導のもと、地域の人た
ちも実際に放水を体験。

可搬式消防ポンプの点検を
行う特別防災隊員

（写真提供　水谷東小学校区自主防災会連絡会）
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長
い
湾
が
波
長
の
長
い
遠
地
津
波
に
共
鳴
し

た
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
速
い
流
れ
も
生
じ
た
。

宮
城
県
気
仙
沼
湾
の
中
程
に
澪
筋
を
固
定
化

す
る
た
め
の
導
流
堤
が
あ
っ
た
。
チ
リ
津
波
は

こ
の
導
流
堤
を
無
視
す
る
よ
う
に
流
出
入
し
、

最
深
箇
所
で
は
8
m
も
の
洗
掘
を
生
じ
た
。
こ

の
流
れ
や
生
じ
た
深
掘
れ
の
再
現
計
算
は
い
く

つ
か
試
み
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
成
功

例
は
な
い
。

青
森
県
八
戸
港
の
小
中
野

第
二
魚
市
場
の
岸
壁
は
、
引

き
波
時
に
法
先
が
洗
掘
さ
れ

た
結
果
、
ゆ
っ
く
り
と
倒
れ

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
逆
に
岩

手
県
釜
石
港
で
は
、
津
波
後

に
3
m
も
水
深
の
浅
く
な
っ

た
場
所
が
生
じ
、
港
湾
機
能

が
阻
害
さ
れ
た
。
災
害
後
の

救
援
を
支
え
る
港
湾
と
し
て

は
，
単
に
耐
震
岸
壁
を
備
え

る
だ
け
で
な
く
、
以
上
の
よ

う
な
現
象
へ
の
備
え
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

こ
の
津
波
で
三
重
県
英
虞
湾
の
真
珠
養
殖
筏

が
大
打
撃
を
受
け
た
。
水
の
交
換
が
良
く
養
殖

に
適
し
た
所
ほ
ど
、
津
波
流
速
が
速
く
な
り
、

被
害
も
大
き
く
な
っ
た
。

次
の
特
徴
は
、
沿
岸
部
の
都
市
化
と
関
連
し

た
被
害
の
発
生
で
あ
る
。
下
水
道
を
通
じ
た
浸

水
が
各
地
で
発
生
し
た
。
釜
石
市
で
は
、
市
中

央
部
ま
で
下
水
道
を
伝
わ
っ
て
海
水
が
ふ
き
だ

し
、
鮫
ま
で
飛
び
出
し
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
全
国
的
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
く
が
、

最
終
処
理
場
が
浸
水
想
定
域
に
あ
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

岩
手
県
大
船
渡
市
上
水
道
で
は
、
貯
水
池
の

水
が
急
速
に
減
少
し
た
。
浸
水
被
害
域
で
水
道

管
が
多
数
折
損
し
、
そ
こ
か
ら
の
漏
水
が
原
因

で
あ
る
。
津
波
に
よ
る
ポ
ン
プ
場
の
破
損
は
八

戸
市
、
宮
城
県
志
津
川
町
で
生
じ
た
。
橋
に
併

設
さ
れ
た
水
道
管
は
あ
ち
こ
ち
で
流
さ
れ
、
復

旧
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

電
柱
の
倒
伏
も
数
多
く
、
電
気
復
旧
の
難
問

題
と
な
っ
た
。
八
戸
火
力
発
電
所
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
。
世
界
初
の
発
電
所
被
災
で
あ
る
。
浸
水

深
は
せ
い
ぜ
い
50
㎝
程
度
で
あ
っ
た
が
、
44
台
の

モ
ー
タ
ー
吊
り
上
げ
な
ど
に
警
報
解
除
前
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
大
奮
闘
を
し
て
い
る
。

貯
木
場
か
ら
大
量
の
木
材
が
流
失
散
乱
し
、

陸
上
海
上
交
通
へ
の
障
害
や
家
屋
破
壊
の
凶
器

と
な
っ
た
。
何
処
で
も
結
局
は
人
手
で
取
り
除

い
て
い
る
。
現
在
で
も
流
出
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
港
湾
は
少
な
い
。
鉄
工
業
で
熱
処
理
用

に
使
っ
て
い
た
青
酸
カ
リ
1.1
ト
ン
が
流
さ
れ
る

事
故
も
発
生
し
た
。

石
油
コ
ン
ロ
に
原
因
す
る
住
宅
地
で
の
火
災
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
出
火
、
船
舶
の
衝

突
が
原
因
の
火
災
も
発
生
し
た
が
、
い
ず
れ
も

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
海
底
敷
設
管
が
破

壊
さ
れ
た
。
離
島
へ
の
水
道
供
給
が
海
底
管
を

通
じ
て
い
る
例
が
増
え
て
い
る
現
在
、
万
一
の

時
の
代
替
案
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
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1960年5月24日

チリ地震津波
過
去
の 

災
害
に 

学
ぶ
29

首
藤
伸
夫
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

東北電力八戸変電所付近（運輸省第二港湾建設局八戸港
工事事務所：八戸港を中心としたチリ地震津波資料集覧、
昭和 36 年）

陸前高田市　松原海岸近くの大船渡線の被害状況
（気象庁技術報告第 8号、昭和 35 年）

チ
リ
地
震
津
波
は
、
津
波
で
発
生
し
た
速
い
流
れ
が
甚
大
な
被
害
を 

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
の
弱
点
が
現
れ
た
災
害
で
し
た
。

そ
の

2

流
れ
に
よ
る
被
害
と
都
市
化
へ
の
警
鐘
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ベ
ル
ト
で
固
定
す
る

ひ
と
昔
前
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
た
鎖
や
ビ
ス

に
よ
る
家
具
固
定
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
、
ベ
ル

ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

釘
や
ビ
ス
が
打
て
な
い
電
化
製
品
や
仏
壇
も
、

ベ
ル
ト
な
ら
簡
単
に
取
り
付
け
が
可
能
で
す
。
こ

の
ベ
ル
ト
は
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
、

６
０
０
キ
ロ
以
上
の
引
張
り
強
度
が
あ
り
安
心
な

上
、
家
庭
に
あ
る
ハ
サ
ミ
で
切
れ
ま
す
か
ら
、
長

さ
の
調
整
も
簡
単
で
す
。

固
定
す
る
物
体
の
側
面
に
強
力
な
粘
着
テ
ー

プ
で
ベ
ル
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
貼
り
付
け
る
だ
け
。

チ
ェ
ー
ン
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
よ
り
軽
く
て
使
い
勝

手
が
良
く
、
使
用
範
囲
も
広
が
る
で
し
ょ
う
。

固
定
の
仕
方

ベ
ル
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
は
、
両
端
に
壁
に
取

り
付
け
る
た
め
の
ビ
ス
穴
と
、
固
定
す
る
家
具
な

ど
に
貼
り
つ
け
る
強
力
な
粘
着
テ
ー
プ
が
付
い
て

い
ま
す
。
壁
に
取
り
付
け
る
に
は
、
も
ち
ろ
ん
壁

の
強
度
や
ビ
ス
を
打
ち
込
め
る
場
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
使
用
す
る
ビ
ス
は
５
㎜
以
上
の
太
さ
が

必
要
で
す
（「
や
っ
て
み
よ
う
！
家
具
固
定
」
第

２
回
参
照
）。

家
具
な
ど
の
粘
着
テ
ー
プ
を
接
着
す
る
面
は
、

あ
ら
か
じ
め
ホ
コ
リ
や
油
汚
れ
を
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
で
き
れ
い
に
落
と
し
、
ベ
ル
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
が

よ
く
粘
着
し
、
強
度
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

冷
蔵
庫
は
倒
れ
や
す
く
、 

ピ
ア
ノ
も
ひ
っ
く
り
か
え
り
ま
す

「
ま
さ
か
！
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
さ

え
一
瞬
に
し
て
仰
向
け
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
こ

ん
な
に
大
き
い
、
こ
ん
な
に
重
い
も
の
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
考
え
る
の
は
大
間
違
い
で
す
。
一
瞬

の
う
ち
に
重
力
を
超
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
出
す

る
の
が
地
震
の
恐
ろ
し
さ
で
す
。
居
住
空
間
に
あ

る
全
て
の
配
置
物
に
は
転
倒
防
止
が
必
要
な
の
で

す
が
、
強
度
の
あ
る
所
に
確
実
に
固
定
し
て
い
な

け
れ
ば
、
簡
単
に
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

以
上
の
点
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
家
具
の

固
定
作
業
、
つ
ま
り
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た

め
の
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
社
長 

全
日
本
地
震
防
災
推
進
協
議
会
会
長

岩
瀧 

幸
則
（
い
わ
た
き
・
ゆ
き
の
り
）

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
者
と
な
り
、
屋
内
対
策
の

重
要
性
を
提
唱
す
る
た
め
、
静
岡
市
に
移
住
。

第 3 回 ～ 地震防災対策『家具転倒防止金具や種類』

冷蔵庫をベルトストラップで固定する際は、 
壁にしっかりビス止めし、粘着面を 

きれいにするのがポイント

背の高い冷蔵庫はもっとも倒れやすい家具です

重くて大きいグランドピアノも仰向けに

やってみよう！ 
家具固定

大地震発生時、凶器となりうる家具。その固定を上手に行うことで、 
地震は防げなくとも、地震による負傷を防ぐことは可能です。
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Q障
害
に
は
身
体
・
知
的
・
精
神

障
害
が
あ
り
、
身
体
に
も
肢

体
不
自
由
・
視
覚
・
聴
覚
・

内
部
障
害
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

災
害
時
に
困
難
な
事
案
が
生
じ
ま
す
。

障
害
者
の
い
る
家
庭
で
、
災
害
時
に

不
安
に
思
う
こ
と
と
し
て
「
周
囲
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
」「
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
か
」

と
い
っ
た
避
難
行
動
や
被
災
生
活
に
お
け
る
不
安
の
声

を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
歩
手
前
の
生
命
を
守

る
対
策
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
地
震
が
発
生
す

れ
ば
被
害
は
広
域
に
わ
た
る
た
め
、「
災
害
直
後
は
誰
も

助
け
に
来
な
い
」
と
い
う
覚
悟
を
持
ち
、
よ
り
一
層
入

念
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
際
に
ご
自

身
や
ご
家
族
の
身
に
起
き
る
困
難
な
局
面
を
想
定
し
ま

す
。
危
険
の
察
知
・
迅
速
な
退
避
行
動
が
難
し
け
れ
ば
、

事
前
に
飛
来
落
下
物
の
危
険
や
避
難
路
を
妨
げ
な
い
安

全
な
環
境
づ
く
り
を
、
救
援
を
求
め
る
発
信
が
困
難
な

ら
、
日
ご
ろ
か
ら
避
難
の
際
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

隣
近
所
と
の
関
係
を
築
い
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
薬
の

服
用
や
医
療
器
具
を
装
着
し
て
い
る
な
ら
、
持
ち
出
し

準
備
に
保
健

所
・
医
療
機

関
と
の
連
携

も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

で
き
る
だ 

け
地
域
の
防

災
訓
練
や 

話
し
合
い
に

参
加
し
、
災

害
時
に
何
に

困
る
か
、
ど

の
よ
う
な
支

援
を
必
要
と

し
て
い
る
か

を
伝
え
る
な

ど
、
地
域
の
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
て
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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もし、一日前に戻れたら…

山道の運転は命がけ　
～のんきな自分にあきれる～

（20 代 男性）
学校の終業式の日、友達と羽目を外して、夜中の 2 時ご

ろに山道を運転して帰る途中であの豪雨にあいました。
途中の峠を越える時には、まるで遊園地のアトラクショ

ンみたいに、水たまりの上を走るたびに、ビシャッーっとも
のすごい水しぶきがあがるのです。最初のうちは、友達と「す
げぇー」なんて、おもしろがっていましたが、そのうちに、
前が完全に見えなくなるぐらいの水しぶきが 10 秒間ぐらい
続くので、笑い事ではなくなりました。

「これはおかしいぞ」と思いはじめましたが、山道で引き

返すこともできず、
スピードを落とし
て走りましたが、
正直、ちょっと怖
かったです。いつ
もはトラックが多
く通る道ですが、
運良く対向車が来
なかったから助か
りました。

今思うと、無謀
だったなと。気象情報をまったく気にすることもなく、の
んきに夜の山道を車で行くなんてね。 

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

障害のある家族がいる 
家庭ではどのような備えを

すればいいですか？

「生命は自助で守る」ための 
家庭での徹底した備えと 

「避難や被災生活での支援体制の
整備」について積極的に地域と 
関わっていくことです。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 13回

イラスト：井塚 剛

平成 18 年梅雨前線による豪雨（平成 18 年 7月）





国や地方公共団体などでは、この期間を中心に、防災意識の高揚や防災知識の普及を図ることを目的に、全国各地にて各種イベ
ント、防災訓練、各種講演会などの行事を実施します。皆さまのご家族、ご近所お誘い合わせてのご参加をお待ちしております。

また、内閣府では、防災週間の行事として、「防災フェア」「防災ポスターコンクール」を実施しますので、併せてご参加、ご応
募をお待ちしております。

「防災週間」の主要行事として、内閣府・防災推進協議会は、9 月 3 日（金）
から「防災フェア 2010」を東京都内で開催します。

29 回目となる本年は、都市における防災力についてのパネルディスカッ
ションや、災害時の心構えや日頃の備えなどの防災知識を楽しく学べる防災
ゲームなど、多くのイベントを実施します。

○期    間：平成 22 年 9 月 3 日（金）～ 9 月 5 日（日）
○テーマ ：「今こそ、災害への関心を自助・共助の行動へとつなげよう！」
                     ～あなたの行動と地域のつながりで高める都市の防災力～
○会    場：東京タワー

内閣府は、平成 22 年度における「防災週間」行事の一環と

して、関係機関等の協力のもと、広く一般から防災に関するポ

スターデザインを公募する「第 26 回防災ポスターコンクール」

を行います。目的は、防災意識の高揚を図り、「日頃からの具

体的な備え」を実践する国民運動の展開です。応募作品の中

から「防災担当大臣賞」「防災推進協議会会長賞」等を決定し、

表彰します。（主催：内閣府、防災推進協議会）

作品の応募締め切りは 9月 30日（木）（当日消印有効）です。

優秀作品は「防災週間ポスター」への掲載をはじめ、防災意

識啓発のための各種パンフレット等に幅広く活用させていただ

くほか、防災関連行事での展示も行います。

「第 26 回防災ポスターコンクール」の実施要領、作品の送

り先などの詳細は内閣府防災情報のページをご覧ください。 

http://www.bousai.go.jp/poscon/
※防災推進協議会は昭和 57 年設立、日本赤十字社など 68 団体

で構成

9月1日は「防災の日」
8月30日から9月5日は
「防災週間」です

「防災の日」「防災週間」を機に、自然災害による被害を少なくする取組を始めてみませんか！
わが家の耐震診断と必要な補強、家具の固定、ガラスの飛散防止、
ハザードマップの確認、家族の安否の確認方法を共有するなど、

身近でできることはたくさんあります！

「防災フェア2010」を開催！

第26回防災ポスターコンクール実施のお知らせ
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